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○ 登録者情報

所在地

石川県河北郡津幡町

酒蔵維持発展システム調査事業

谷本　亙 たにもとわたる

まち&むら研究所　代表



略歴

著書・論文等
『北陸地域の自立に向けて』北陸地域づくり叢書（所収論文）　北陸建設弘済会
「産業観光の推進へ向けて『自然社会ひと』古今書院　金沢大学地理学教室編（所収論文）
『地域づくり読本-』(共著)　文理閣
『黄泉之國再見－西山古墳街道－』広瀬和雄監修　六一書房
『原色うまいもの図鑑』北国新聞社出版部と共著及び監修　北国新聞社

昭和33年 南砺市福光地区出身（現住所　石川県河北郡津幡町潟端）
56年 日本大学農獣医学部卒業
59年 金沢大学大学院文学研究科史学専攻修了
59年 社団法人 地域振興研究所　研究員
平成２年 財団法人 地域振興研究所　研究員（財団法人に改組）
３年　同上  主任研究員
11年　同上　常勤理事・主任研究員
24年　同上　退任後、客員研究員（24年10月まで）
24年　6月　谷本亙事務所（まち＆&むら研究所）代表
金沢星稜大学経済学部第二部非常勤講師（平成７年～平成24年度）
北陸大学エクステンションセンター講師（平成12年及び平成18年～23年）
金沢大学　大学教育開放センター派遣講師（平成10年～12年）(日本酒講座)
金沢大学文学部史学科及び産学官連携プログラム非常勤講師（平成15年18年～21年）
(特殊講義・まちづくり政策)
金沢学院大学経営情報学部講師(平成27年度～)(地域経済論)
高崎経済大学、富山大学経済学部などで講師（平成18～19年）
石川県清酒学校講師（平成13年度～）
金沢青年会議所ＴＯＹＰ大賞 候補 (平成3年、1991)
富山青年会議所ＴＯＹＰ大賞 候補 (平成4年、1992)
石川県商工会連合会　能登空港活用ビジネスプラン最優秀賞受賞 (平成11年、1999)
デジタルコンテンツ大賞文化部門「能登杜氏」総合監修 (平成15年、2003)
　南砺市山田地区シンポジウムについて永年支援に関する表彰（平成19年、2007）
　氷見商工会議所創立60周年記念表彰（地域振興部門・日本商工会議所会頭表彰・平成23年、2011）

伝統的工芸品産地プロデューサー（（財）伝統的工芸品産業振興協会登録）（平成13年～27年）
伝統工芸品支援人材(平成27年～)
地域再生マネージャー(18年度～）
地域力創造アドバイザー（総務省　平成20年度～）
日本酒で乾杯推進会議100人委員会委員（日本酒造組合中央会　平成22年度～30年度）
食農連携コーディネーター（FACO）（平成24年4月1日～）
農山漁村活性化支援人材バンク登録専門家
中部産業連盟登録アドバイザー
石川県中小企業団体中央会いしかわものづくりフォローアップセンターコーディネーター
内閣府地域活性化伝道師



○

取組の内容

実績

工夫した点や苦労した点

ひとことPR

酒蔵維持発展システム調査事業

21世紀の日本の酒蔵のビジョンです。それ以前の酒蔵支援活動、杜氏労務研究から発展させての酒蔵の21世紀
のビジョンと論文に結実しました。その後も日本酒造組合中央会で日本酒のあり方と普及のための委員会委員を務
めています。全国の事例調査から類型化を行い、地域資源、研究開発、人材活用、地域とのつながり、流通との
共同など現在に至るまでもビジョンの内容は踏襲されています。さらに、その発展形として文春文庫「日本酒の愉し
み」では巻頭論文において、人類史上における日本酒と酒蔵のあり方を位置づけています。

平成以降の日本酒酒蔵の在り方を確定したものです。全国1400蔵の指針となるものとして、その後に普
及啓もう活動にも参加しています。

モデル酒蔵の探索から、ビデオ撮影でのインタビュー、さらに編集とビジョンの冊子までを一貫して行ってきま
した。何度も取材先を訪問したり、現在でも関りの続いているところもあります。

ローカルなテーマでも国内外との関連付けや関係を付けて考えることを常に持っています。地方にあっての
活動においても常に日本における一般化、理論化に務めてきました。



○ 参考

取組分野の分類

関連ホームページ

連絡先

※メールを送る際には〔アットマーク〕を『@』に変えてください。

○ 6次産業化 空地・空家・空きビル・空き店舗等対策

経営資源の引継（事業承継等）・起業支援 商店街活性化

登録者の取組を12の政策分野に分類しています（複数の分野に該当するものもあります）。

1.地域資源を活用した地域経済循環 2.まちなか再生

○ 地場産品発掘・販路開拓 中心市街地活性化

3.生活機能の維持 4.環境保全・SDGs

○ 地域医療・福祉 分散型エネルギーシステム

○ 地域中核企業等の支援 その他

○ その他 地域偉人の活用と顕彰

その他 その他

○ 地域交通 地球温暖化対策

集落機能の確保 廃棄物・リサイクル対策

地区防災計画 インバウンド対応

BCP 民泊・農泊

5.防災減災・危機管理 6.観光振興・交流

建築物耐震化・長寿命化 DMOとの連携

避難所運営 地域おこし協力隊の推進

感染症対策 その他

滞在・活動の場づくり 起業・事業承継等支援

地域おこし協力隊の推進 空地・空家対策

その他

7.関係人口の創出・拡大 8.移住・定住促進

9.少子化対策、子ども・子育て支援 10.地域づくり人材の育成・教育

結婚・出産・子育て支援 ○ 人材研修

地域と関係人口の協働 地域おこし協力隊の推進

その他 その他

その他 その他

働き方改革 ふるさと教育

子どもの貧困対策 地域と教育機関の連携（高校魅力化・域学連携等）

官民連携（PPP・PFI） ○ メディア活用策

自治体間連携 効果の把握・評価

1１．自治体経営イノベーション 12.シティプロモーション・地域PR
財政マネジメント（公共施設管理・公会計整備） 地域ブランディング

住民参加 ○ その他 大学との連携活動

その他

メールアドレス tani.wata1219〔アットマーク〕ae.auone-net.jp 携帯電話 090-2030-3672

地域総合整備財団
https://www.furusato-zaidan.or.jp/wp-content/uploads/2019/04/414-

tanimoto.wataru-1.pdf
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